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京都精華大学
メディア表現学部
教授

鹿野 利春氏

日　程 会　場概　要 事 前 課 題

MBA体験コース

研修趣旨・受講目的

企業内において新規事業の開発を担当する方や、起業を検討・準備
している方で、新規事業の立案・構想力、プロジェクトを推進するリー
ダーシップ、会計業務に必要な計数力の基礎を身に付けたい方から
の参加を期待します。

求める受講生

経済産業省では、全てのビジネスパーソンが身に付けるべきスキルとして
「DXリテラシー標準」、DXを推進する人材が身に付けるべきスキルとして
「DX推進スキル標準」を定めています。これらの概要について学び、取得すべ
き資格と学習法を整理します。この講座を受けることによって、自分にとって
必要な学びを効率よく進めることができます。経営層にとっては、DXを進め
るにあたって、社員全体にどのような教育を行い、DX推進に向けてどのよう
な人材を採用すれば良いかがわかります。

研修趣旨・受講目的 研修講師

・主に中小企業の方（高校科目の「情報 Ⅰ」の学習経験が無い方）

求める受講生
「DX」という言葉に漠然とした不安や焦りを持っていま
せんか。内容や対応方法を知ることで、その不安や焦り
はチャンスに変わります。この講座を通じて、守りから攻
めの姿勢に転じましょう。

講師は以下の実績を持っています
文部科学省　教科調査官として情報教育を推進
経済産業省　検討会座長として提言を取りまとめ
総務省　　　関連法人でセキュリティ・イノベーター育成
（一社）デジタル人材共創連盟代表理事

DXリテラシー標準学習コース
DXリテラシー標準 ～まずは何を学ぶべきか？～国際認証AMBA取得機関！同志社ビジネススクール共同企画講座

定員：15名定員：15名

学びをフルに活かしてみよう！

・一般の社員として学ぶべきことを効率よく学ぶ
・DXを推進する人材になるために効率よく学ぶ
・若い世代のスキルを知ることで適切にマネジメントで
きる
・自分で体験することによって、実感をもって理解できる

POINT.2身につく知識とスキル

・DXリテラシーとして何を学べば良いかがわかる
・DXを推進するために何を学べば良いかがわかる
・若い世代（高卒、大卒）がどんなスキルを持っているか
がわかる
・AIやプログラミングなど、スキルの一部を体験できる

POINT.1学びをフルに活かしてみよう！

・起業を含む新規事業の構想から立ち上げ、成長さ
せる一連のプロセスに役立てることができます。
・既存事業の新たな事業展開の創出や、イノベー
ションの推進に繋げることができます。

POINT.2身につく知識とスキル

・新規事業立案の知識
・プロジェクトを推進するリーダシップスキル
・会計業務に必要な基礎知識

POINT.1

7月1日（火）
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京都経済
センター

京都経済
センター

第八
長谷ビル

15:10-16:50

・現在の日本のデジタル人材の状況
・高校を出るまでに学ぶデジタル関連の学び
・大学で行われている数理・データサイエンス・AI教育
・今後、DX推進で消えていく仕事内容

7月8日（火）
15:10-16:50

・DXスキル体験
AIによる画像認識の体験
生成AIを仕事に活かす体験
プログラミング（Python)の体験

7月15日（火）
15:10-16:50

・DXリテラシー標準
まずは何を学ぶべきか？

7月22日（火）
15:10-16:50

・DX推進スキル標準
DXを推進する人には何が必要か？

9月20日（土）
14:55-19:55

京都経済
センター

これまでの各回の学習を踏まえ、
新事業立案、リーダーシップ、会
計の基礎に関するレポートを作
成する。

講義の内容を深めるため
の参考資料などは示します
が、課題の提出を求めるこ
とはありません

事前に受講しておきたい
KYO育tv.コンテンツ

・誰でも分かる財務諸表の見方・読み方

・IT技術の基礎知識を身につける
・IT技術の知識を身につける

・DXの第一歩！自社データでDXのヒントを読み解く
・企業におけるIT利活用の動向を知る

■ 様々な人と交流して、その中で多くの気づきを得た。新たな学びや気づきを
今後活かしていきたい。

■ 新規事業を考えている中で、具体的なイメージを持つことができた。

受講生Voice

事前に受講しておきたい
KYO育tv.コンテンツ

定員：15名

受講料:2万円

研修講師からのメッセージ

受講料:2万円

定員：15名定員：15名
－共 催－
公益財団法人
京都産業21

同志社
ビジネススクール
共同企画講座

研修講師

ビジネススクールで行われている授業に準じた講義および課題を体
験していただきます。実際の事業展開や更なる学習継続につながる
方が一人でも多く現れることを期待します。

研修講師からのメッセージ

同志社大学大学院
ビジネス研究科 教授

児玉 俊洋氏

同志社大学大学院
ビジネス研究科 教授

井上 福子氏

同志社大学大学院
ビジネス研究科 教授

野瀬 義明氏

新事業レポートの発表とディスカッション 講師：児玉教授、井上教授、野瀬教授
・受講者にレポートを発表いただき、講師のコメントを含めディスカッションを行います。

学習継続のご案内
・今後の学習継続の案内として、本コースに続く実践編講座および同志社ビジネスス
クール本入試の説明を行います。

8月30日（土）
14:55-18:10

事前に指定する課題図書を読ん
で、不明点や疑問点をまとめて
きていただく。

会計に強くなる 講師：野瀬教授
・財務3表に対する理解を深めます。
・財務分析の基礎を習得します。

・事業展開に必要なリーダーシップのあり方を学ぶ
・リーダーシップの学び方・それを継続的に磨いていく必要性について議論する

・経営理念と事業戦略
・新事業立案の考察要素

8月23日（土）
14:55-18:10

同志社大学
寒梅館

必ず読んでくる必要はありませんが、ハー
バード・ビジネスレビュー・リーダーシップ
論文ベスト10『リーダーシップの教科書
（Harvard Business Review Press)（ダ
イヤモンド社）』を推薦図書とします。

リーダーシップを磨く 講師：井上教授

8月9日（土）
14:55-18:10

指定する図書を読んで、経営理
念の意義について考察する。

経営理念と新事業 講師：児玉教授

・事業定義の枠組み
・事業定義の枠組みを利用しての受講生自己紹介

新事業立案の枠組み 講師：児玉教授、野瀬教授
8月2日（土）
13:30-16:45

京都経済
センター

事前に提示する「事業定義の枠
組み」を用いて自己紹介のスラ
イドを作成する。

オリエンテーション

（　　　　 ）新事業創造の
基礎知識マスター講座

本研修では、企業内において新規事業の開発を担当する方や起業を
検討・準備している方を対象として、新事業の構想の方法とプロセ
ス、プロジェクト成功に必要なリーダーシップおよび会計について基
礎知識を学びます。最終日には、各自の新事業の構想を資料にまと
めた上でプレゼンテーションを行っていただきます。
※国際認証AMBAとは…
ビジネス教育における世界三大国際認証機関の1つ。
本コースは、関西の大学として初めて同認証を取得した同志社ビジネススクールが、「地域
への社会貢献」として実施する特別なプログラムです。

※本研修はノートPCをご持参いただく必要があります。

※4回目の講義にはノートPCをご持参いただく必要があります。
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